
事 業 別 の 概 況

1.6%増 8.1%増 5.2%増前年同期比 前年同期比 前年同期比

売上収益 コア営業利益 親会社の所有者に帰属する中間利益

売上収益 コア営業利益 親会社の所有者に帰属する当期利益

58,098百万円 4,106百万円 3,297百万円

110,000百万円 8,200百万円 6,500百万円

▪�国内では、自動車生産台数減少の影響を受けたものの、輸出向け製品の
販売が好調に推移したことにより、販売が増加。
▪�海外では、米国において補修市場向け製品の販売が増加し、中国・アジア
においては二輪車メーカーの生産が回復し、スクーター用変速ベルトな
どの販売が増加。

▪�伝動ベルトは、国内では、産業機械用伝動ベルトの販売が前年並みに推
移。海外では、欧米において産業機械用伝動ベルトの販売が増加し、中国・
アジアにおいても農業機械用伝動ベルトの販売が増加。
▪運搬ベルトは、国内において樹脂コンベヤベルト（サンライン®ベルト）
の販売が増加しましたが、コンベヤベルトの販売が減少。

▪�機能フイルム製品は、建築資材用および装飾表示用フイルムの販売が
増加。

▪�精密機能部品は、精密ベルトの販売が増加しましたが、高機能ローラお
よびブレードなどの販売が減少。

▪�ロボット関連デバイス事業、電子資材事業および医療機器事業などを展開
しており、増収増益。

自 動 車 部 品 事 業

2,470百万円

11百万円

1,348百万円

164百万円 47百万円

前年同期比 前年同期比

前年同期は
セグメント損失

35.7%増 28.9%減
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詳細はホームページに掲載されている情報をご覧ください。
https://www.bandogrp.com/ir/

セグメント利益

セグメント損失

セグメント利益

セグメント利益

高 機 能 エ ラ ス ト マ ー 製 品 事 業 そ の 他 事 業

証券コード�:�51952024年4月1日から2024年9月30日まで

第102期中間�株主通信

76百万円
前年同期は
セグメント損失

7.7%増前年同期比 9.3%増前年同期比 10.2%減前年同期比

2024年度 第2四半期（中間期）の連結業績ハイライト

2024年度 通期の連結業績見通し



地球規模での人口増加によって食料需要が高まるなか、欧米市場などで農業の大規模化が進んでおり、この農業
の大規模化に伴い、小麦・トウモロコシなどを大量に収穫するコンバインなどの農業機械は、大型で高馬力のタイプ
が求められています。大型農業機械に用いられる農業機械用伝動ベルトも従来品と比べて高い耐久性と高負荷対
応が要求されます。これらの要求に応えるために、高品質の高強度ゴムと伸びにくい心線を使用することで、耐久性
や伝動能力に優れ、高負荷にも対応した大型農業機械用伝動ベルト「AGRIDRIVE®シリーズ（高負荷ローエッジ変
速ベルト、高性能スクラムVベルト）」をラインアップしました。
「AGRIDRIVE®シリーズ」のラインアップによって、中長期経営計画“Creating�New�Value� for� the�Future”
の第1ステージの施策の一つである大型農機市場への拡販を目指してまいります。

5月

6月

7月

9月

8月

4月 ■セルロースナノファイバー複合化ゴムを適用した高負荷対応
ダブルコグベルトを販売開始

■「自己株式取得に係る事項」の決定

■南海工場「無災害記録1,250万時間」達成
■ESG総合型指数「FTSE�Blossom�Japan�Index」「FTSE�Blossom�
Japan�Sector�Relative�Index」の構成銘柄に選定

■「子ども参観日」、「納涼祭」を開催
■FOOMA� JAPAN� 2024の出展ブースを再現したバーチャル
展示会を開設

■「サステナビリティレポート2024」を発行

■食品製造総合展「FOOMA�JAPAN�2024」に出展
■「口腔機能向上加算」算定支援ツールの提供開始

■「国際物流総合展2024」に出展
■「Working�RIBBON�80%チャレンジ」に参加

見られ、また日本でも個人消費の回
復や雇用情勢の改善により、景気は
緩やかに回復しました。
このような状況のなか、当社グル
ープは、中長期経営計画“Creating�
New�Value�for�the�Future”の第1
ステージにおいて、「価値創造」、「ス
マートものづくり創造」、「未来に向
けた組織能力の進化」の3つの指針
を掲げ事業活動に取り組んでまいり

株主の皆様には、日頃は格別のご
高配にあずかり、心より御礼申しあ
げます。第102期中間株主通信をお
届けするにあたり、謹んでご挨拶申
しあげます。
当社グループを取り巻く外部環
境は、中国においては、内需が低迷
し、欧米においては、金融引き締め
によって、景気が停滞しました。一方、
アジア地域においては、景気回復が

ました。とくに「価値創造」では、世界
初となるセルロースナノファイバー
複合化ゴムを適用した高負荷対応
ダブルコグベルトの販売を開始した
ほか、ヘルスケア機器である嚥下運
動モニタ「B4S™」を導入されるお客
様へ「口腔機能向上加算」算定支援
ツールの提供を開始しました。
この結果、当中間連結会計期間は、
売上収益58,098百万円（前年同期
比7.7%増）となりました。コア営業
利益は4,106百万円（前年同期比
9.3%増）、親会社の所有者に帰属す
る中間利益は3,297百万円（前年同

T O P I C S 特 集

2024年

サステナビリティを経営の中核に据え
持続的な企業価値向上を目指します

代表取締役社長

期比10.2%減）となりました。
当社グループは、サステナビリテ

ィを経営の中核に据え、持続的な企
業価値向上に向けて注力している
なか、当社グループの主力工場であ
る南海工場で「無災害記録1,250万
時間」を達成したほか、グローバルイ
ンデックスプロバイダーである
FTSE�Russellが環境・社会・ガバナ
ンス（ESG）の対応に優れた日本企
業で構成するESG総合型指数
「FTSE�Blossom�Japan� Index」、
「FTSE�Blossom�Japan�Sector�
Relative�Index」の構成銘柄に昨年

に引き続き選定されました。
当社グループは、「調和と誠実の

精神をもって、社会のニーズに沿っ
た新たな付加価値とより高い品質
を日々創造、提供し、お客様をはじめ
とする社会の信頼に応える」という
経営理念を掲げ、事業を通じた環境
課題、社会課題の解決に取り組み、
持続可能な社会の実現に貢献して
まいります。
 
株主の皆様におかれましては、引

き続き変わらぬご支援を賜りますよ
うお願い申しあげます。

トップメッセージ

農業の大規模化に応えるバンドーの大型農業機械用伝動ベルト

高負荷ローエッジ変速ベルト
「AGRIDRIVE®�変速ベルト」

高性能スクラムVベルト
「AGRIDRIVE®�スーパーコンボ」



バンドーグループは
環境にやさしい事業を

推進しています

発行可能株式総数� 　　187,000,000株
発行済株式の総数� 44,213,536株

（自己株式1,520,274株を含む。）
株主数� 11,148名

（2024年9月30日現在）

配信登録をいただいた皆様へ、最新のニュースリリース等、当社IRに関する情報をお知らせしています。
メールアドレスをお持ちの方であれば、どなたでも無料で登録いただけますので、ぜひご利用ください。

※配信は当社の判断に基づいて行います。　※QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
※株式会社マジカルポケットが提供するメール配信サービスを通じて配信しています。

登録先URL：https://www.bandogrp.com/ir/news_service.html
右のQRコードをスマートフォン等で読み取っていただいてもアクセス可能です。

株式の状況／会社概要
株式の状況

大株主

会社概要
社 名 バンドー化学株式会社

Bando�Chemical�Industries,�Ltd.
創 業 1906年（明治39年）4月14日
設 立 1937年（昭和12年）1月7日
本 社 事 業 所 神戸市中央区港島南町4丁目6番6号
ホームページアドレス https://www.bandogrp.com

役員

〈ご注意〉
1．株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他
各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設さ
れている口座管理機関（証券会社等）で承ることと
なっております。口座を開設されている証券会社等
にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱
UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注
意ください。

2．特別口座に記録された株式に関する各種お手続きに
つきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関と
なっておりますので、左記特別口座の口座管理機関
（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、
三菱UFJ信託銀行本支店でもお取り次ぎいたします。

3．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行
本支店でお支払いいたします。

事 業 年 度 毎年 4月 1日から翌年 3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年 6月
期末配当金受領株主確定日 毎年 3月31日
中間配当金受領株主確定日 毎年 9月30日
株 主 名 簿 管 理 人 三菱UFJ信託銀行株式会社特別口座の口座管理機関
同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部

〒541-8502　大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
TEL（通話料無料）　0120-094-777

公 告 方 法 電子公告により行う。
公告掲載URL　https://www.bandogrp.com
ただし、事故その他やむを得ない事由によって
電子公告による公告をすることができない場合は、
日本経済新聞および神戸新聞に掲載して行う。

上 場 取 引 所 東京証券取引所（プライム市場）

個人投資家の皆様を対象としたIRメール配信サービスを行っています。

（注）�1．当社は、自己株式を1,520,274株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。�
2．出資比率は、自己株式を控除して算出しております。�
3．上記の出資比率につきましては、小数点第3位を四捨五入して表示しております。

取締役

取 締 役 会 長 吉 井 満 隆
代 表 取 締 役 社 長 植　野　富　夫（社長執行役員）
取 締 役 染 田 　 厚（専務執行役員）
取 締 役 岡 田 　 勉（専務執行役員）
取 締 役 畑 　 克 彦（常務執行役員）
取締役（監査等委員） 中 村 恭 祐（常勤）
社外取締役（監査等委員） 米　田　小百合
社外取締役（監査等委員） 富　田　健　司
社外取締役（監査等委員） 久　川　秀　仁

執行役員

常 務 執 行 役 員 永 瀨 貴 行
常 務 執 行 役 員 松 尾 　 聡
常 務 執 行 役 員 八 木 尚 史
執 行 役 員 本 田 裕 治
執 行 役 員 野 口 忠 彦
執 行 役 員 三 木 基 史
執 行 役 員 橘 　 博 之
執 行 役 員 吉 田 良 太
執 行 役 員 林 　 一 志

株 主 メ モ

金融機関・証券会社
42.36%

個人・その他
33.00%

外国法人など
13.49%

その他法人
11.15%

株主構成

大　　株　　主　　名 当社への出資の状況
持株数（千株） 出資比率（%）

バ ン ド ー 共 栄 会 4,751 11.13
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,179 9.79
株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 2,157 5.05
明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 2,000 4.68
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,800 4.22
株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 1,575 3.69
三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 信 託 銀 行 株 式 会 社 1,401 3.28
日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 1,174 2.75
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 1,134 2.66
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 823 1.93


